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巻 頭 言

野木町長

真瀬　宏子

栃
木
県
の
南
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
野
木
町

は
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
野
木
駅
を
中
心
に
広
が
る

住
宅
街
と
周
辺
の
緑
豊
か
な
田
園
地
帯
が
程
よ

く
調
和
し
た
、
大
変
住
み
よ
い
町
で
す
。
明
治

22
年
の
町
村
制
施
行
以
来
、
一
度
も
合
併
を
経

験
せ
ず
に
、
今
日
ま
で
面
積
も
30
・
27
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
変
わ
ら
ず
、
県
内
で
も
一
番
小

さ
な
町
で
す
。
東
京
ま
で
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
地
の
利
の
た
め
、
通
勤
圏
内
と
し
て
発
展

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年
で
は
高
齢
化

が
進
み
、
町
と
し
て
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
で
は
平
成
28
年
に
、「
自
分

で
つ
く
る　

み
ん
な
で
支
え
る　

キ
ラ
リ
と
光

る　

健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ
」
を
宣
言
し
、
健
康
寿

命
を
延
伸
し
て
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
決
意

を
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
10
年
と
な
り
、
町
民
、

地
域
、
行
政
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
健
康

的
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
昨
年
（
令
和
６
年
）
12
月
８
日
に
、

健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
折
に
は
医
師
団
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
る

講
演
会
、
年
少
児
か
ら
小
学
２
年
生
ま
で
の

フ
ッ
素
歯
面
塗
布
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
運
動
教
室
、
口
腔
が
ん
検
診
、
フ
レ
イ
ル
･

認
知
症
予
防
に
も
役
立
つ
音
楽
療
法
等
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
し
健
康
志
向
へ
の
啓
発

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
町
民
の
方
々

の
運
動
の
促
進
や
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど

に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
な
ら

幸
い
に
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し

て
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
険
給
付
費
は
増
え
る
傾
向

に
あ
り
、
今
後
は
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
医
療
費
の
増
加
を
い
か

に
抑
え
る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
れ
ば
、
生

活
習
慣
の
改
善
や
健
康
寿
命
の
確
実
な
延
伸

等
を
、
わ
が
町
も
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
も

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
減
少
や
フ

レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
「
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ

体
操
」
及
び
、
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
と
し

て
の
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
事
業
等
に
、
多

く
の
町
民
が
参
加
し
、
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
さ

ら
に
こ
れ
か
ら
は
、
楽
し
く
で
き
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
適
正
な
食
事
や
調
理
の
指
導
普
及

等
を
重
点
的
に
、
地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。
お
互

い
の
交
流
も
相
ま
っ
て
健
康
寿
命
延
伸
に
も

つ
な
が
る
、
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
び
に
栃
木
県
の
国
保
連
全
体
と
し
ま
し

て
も
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
費
の
高
水
準

等
は
今
後
も
課
題
と
な
る
と
こ
ろ
か
と
思
い

ま
す
が
、
町
と
し
ま
し
て
も
、
よ
り
健
全
な
国

保
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
宜

し
く
ご
指
導
ご
支
援
の
程
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
日
本
の
大
切
な
医
療
保
険
で
あ
る
国
保
の

シ
ス
テ
ム
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
心
ひ
と
つ
に
進
め
て

い
け
れ
ば
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。わ
が
町
も「
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
健
康
タ
ウ
ン
」
を
打

ち
出
し
な
が
ら
、
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
バ
ト

ン
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
は
何
よ
り
の
財
産
で
あ
り
、
国
保
の
健
全

運
営
は
そ
の
支
え
で
あ
る
、
と
肝
に
銘
じ
て
お

り
ま
す
。

「『
キ
ラ
リ
と
光
る
健
康
タ
ウ
ン
』
を
目
指
し
て
」

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」1



２
月
20
日（
木
）、
国
保
連
合
会
大

会
議
室
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
19
号
及

び
追
加
議
案
第
１
号
の
す
べ
て
が
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
係
る

国
保
連
合
会
事
業
の
非
課
税
化
へ
の

対
応総

会
の
開
会
に
あ
た
り
、　

塚
隆
志

理
事
長（
さ
く
ら
市
長
）は
、
令
和
６

年
度
の
懸
案
事
項
で
あ
る「
令
和
６
年

度
税
制
改
正
に
係
る
国
保
連
合
会
事

業
の
非
課
税
化
へ
の
対
応
」に
関
し
て
、

一
部
の
令
和
６
年
度
事
業
は
非
収
益
事

業
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
受
け
る
た
め
、

令
和
６
年
12
月
25
日
に
申
請
書
類
を
厚

生
労
働
省
へ
提
出
し
、
現
在
審
査
中
で

あ
る
と
し
、「
今
後
も
毎
年
度
、
厚
生

労
働
省
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
国
の
通
知
に
基
づ
き
、
適
正
な

事
務
手
続
き
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

山
積
す
る
課
題
に
対
し
、
公
的
機
関

と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
果
た
す

ま
た
、　

塚
隆
志
理
事
長
は「
審
査

支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」に

つ
い
て
、
各
種
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
に

係
る
財
源
の
確
保
が
全
国
的
に
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
ほ
か
、「
令

和
５
年
６
月
に
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
関

す
る
工
程
表
が
示
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
原
則
義
務
化
、
健
康
保
険

証
の
廃
止
等
を
は
じ
め
、
公
費
負
担
医

療
制
度
の
現
物
給
付
化
対
応
、
予
防
接

種
に
係
る
請
求
支
払
業
務
な
ど
、
令
和

８
年
度
ま
で
に
本
会
が
取
り
組
む
課
題

は
山
積
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
公

的
機
関
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
。」と
述
べ
ま
し
た
。

続
け
て
、
本
総
会
に
関
連
議
案
を
上

程
し
て
い
る「
本
会
役
員
定
数
の
見
直

し
」に
つ
い
て
、「
支
部
の
保
険
者
数

な
ど
を
考
慮
の
う
え
、
役
員
定
数
の
見

直
し
等
を
行
い
た
い
。」と
述
べ
、
あ

い
さ
つ
と
し
ま
し
た
。

▲ 開会挨拶をする花塚隆志理事長

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

本
総
会
で
は
議
長
に
平
山
幸
宏
那
須

町
長
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
１
件
と

追
加
議
案
を
含
む
議
決
事
項
20
議
案
な

ど
を
厳
正
に
審
議
し
、
全
議
案
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▲  議長の平山幸宏那須町長

令
和
７
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険

団
体　

連
合
会
事
業
計
画

１　

基
本
方
針

国
民
健
康
保
険
は
、
我
が
国
の
医
療

保
険
制
度
の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、

地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保

持
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
民
健
康
保
険
は

高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高
い
こ
と
に
よ

り
医
療
費
が
増
高
す
る
一
方
、
所
得
水

準
が
低
く
保
険
税
の
負
担
割
合
が
高
い

と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
る

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
承
認

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
承
認

令
和
６
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

令
和
６
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会
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ほ
か
、
急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
医
療

費
の
増
加
、
被
用
者
保
険
の
適
用
拡

大
等
に
よ
る
被
保
険
者
数
の
減
少
に

よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
か
つ
困

難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
が
進
め

る
審
査
支
払
機
関
改
革
の
実
施
に
向

け
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た「
審
査
支
払

機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」に
基
づ

き
、
国
保
連
合
会
と
支
払
基
金
に
お

い
て
は
、
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差

異
の
解
消
に
向
け
、
審
査
基
準
の
原

則
全
国
統
一
、
整
合
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム

の
整
合
的
か
つ
効
率
的
な
在
り
方
に

係
る
対
応
と
し
て
、
令
和
８
年
度
に

は
審
査
領
域
の
共
同
利
用
を
開
始
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
取
組

に
か
か
る
各
種
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等

に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
財
源
の
確
保
が
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
令
和
５
年
６
月
に
医
療
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
関
す
る
工
程
表
が
示
さ

れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
原
則

義
務
化
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
、
電

子
処
方
箋
シ
ス
テ
ム
対
応
の
拡
大
等

を
は
じ
め
、
公
費
負
担
医
療
制
度
等

の
現
物
給
付
化
対
応
、
予
防
接
種
に

係
る
請
求
支
払
業
務
な
ど
、
令
和
８

年
度
ま
で
に
取
り
組
む
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。	

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
を
克
服
し
、「
国
民

が
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
持

続
可
能
な
経
済
社
会
」を
目
指
す
た
め

に
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の

構
築
に
向
け
、
能
力
に
応
じ
全
世
代

が
支
え
合
う「
全
世
代
型
社
会
保
障
」

構
築
を
目
指
し
、
改
革
工
程
に
基
づ

き
、
そ
の
定
め
る「
時
間
軸
」に
沿
っ

た
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
と
し
て

い
る
。

骨
太
方
針
２
０
２
４
に
お
い
て
は
、

医
療
・
介
護
・
こ
ど
も
の
Ｄ
Ｘ
と
し

て
、「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
」を
構
築
す
る
ほ
か
、
次
の
感
染
症

に
備
え
、
予
防
接
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
整
備
な
ど
、
更
な
る
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
、
医
療
の
効
果
的
・
効
率
的

な
提
供
を
進
め
る
た
め
の
必
要
な
法

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
母
子
保
健

等
に
お
け
る
こ
ど
も
政
策
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
も
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
令
和
６
年
６
月
に
、
こ

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
な
ど
の
改
正

関
連
法
が
成
立
し
、
少
子
化
対
策
の

加
速
化
プ
ラ
ン
に
必
要
な
財
源
を
令

和
８
年
度
か
ら
医
療
保
険
者
が
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
と
し
て
被
保
険

者
か
ら
徴
収
す
る
な
ど
国
保
法
等
の

関
連
政
省
令
が
規
定
さ
れ
て
い
く
た

め
、
今
後
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
経
費

削
減
に
努
め
な
が
ら
計
画
的
か
つ
健

全
な
財
政
運
営
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
専
門
知
識
等
を
有
す
る
人
材

の
育
成
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強

化
な
ど
の
事
業
運
営
基
盤
を
強
化
し

た
う
え
で
、
将
来
に
わ
た
り
保
険
者

の
共
同
目
的
達
成
機
関
と
し
て
の
役

割
と
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
念
頭
に
、

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
並
び
に
介
護
給
付
費
、
障
害
介
護

給
付
費
等
の
審
査
支
払
業
務
の
充

実
・
強
化
を
は
じ
め
、
各
種
シ
ス
テ

ム
の
安
定
的
な
運
用
、
共
同
事
業
の

効
率
的
推
進
、
保
健
事
業
の
支
援
強

化
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
事
業
等
の

安
定
運
営
の
確
保
に
向
け
て
、
保
険

者
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
て
、
よ
り
一
層
の
適
正
な
事
業

運
営
と
更
な
る
保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。	

	

こ
の
た
め
、
令
和
７
年
度
の
事
業

計
画
は
、
保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
国
保
連
合
会
を
目
指
し
て
い
く

た
め
に
、
次
の
と
お
り
重
点
目
標
及

び
そ
の
取
り
組
み
方
針
を
定
め
、
そ

の
企
画
・
運
営
・
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
常
に
保
険
者
の
満
足
度
を
高
め

る
工
夫
、
価
値
あ
る
情
報
の
提
供
な

ど
に
留
意
し
な
が
ら
保
険
者
の
期
待

に
沿
っ
た
成
果
を
あ
げ
、
負
託
に
応

え
る
も
の
と
す
る
。

２　

重
点
目
標

（
１
）国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的

運
営保

険
者
の
意
を
体
し
、
安
定
し
た

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
に
向
け
た

事
業
・
運
動
の
展
開

（
２
）成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支

払
事
業
等
の
展
開

審
査
支
払
機
関
改
革
へ
の
対
応
及

び
効
率
的
な
レ
セ
プ
ト
審
査
体
制
の

整
備
・
審
査
精
度
の
向
上
並
び
に
審

査
支
払
業
務
・
事
務
代
行
業
務
の
効

率
的
推
進

（
３
）共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業

等
の
拡
充
及
び
各
種
共
同
事
業
の
効

率
的
推
進 

（
４
）実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支

援
強
化
と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理

業
務
の
適
正
執
行

総
合
的
保
健
事
業
支
援
の
充
実
、

医
療
デ
ー
タ
の
情
報
提
供
及
び
関
係

団
体
と
の
連
携
強
化
並
び
に
特
定
健

診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正
執
行

（
５
）介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援

事
業
関
係
業
務
の
適
正
執
行

介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務
及

び
障
害
者
総
合
支
援
給
付
費
審
査
支

払
業
務
の
適
正
執
行
、
介
護
給
付
適

正
化
事
業
の
積
極
的
な
推
進
並
び
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

（
６
）新
規
事
業
へ
の
対
応

保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業

へ
の
弾
力
的
対
応

（
７
）
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・

事
務
運
営
等
の
整
備

総
合
的
・
効
果
的
に
事
業
を
展
開

す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
整
備
、
職

員
の
資
質
の
向
上
、
事
務
運
営
等
の

改
善

３　

重
点
目
標
の
取
り
組
み
方
針

（
１
）国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的

運
営国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運

営
に
向
け
て
保
険
者
と
連
携
を
密
に
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し
、
事
務
の
効
率
化
、
調
査
研
究
、

価
値
あ
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

ま
た
、
高
い
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て

経
費
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
審

査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表

へ
の
対
応
に
向
け
て
計
画
的
に
財
源

確
保
を
行
う
な
ど
、
健
全
な
財
政
運

営
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定
的
な
制
度

に
す
る
た
め
、
引
き
続
き
国
保
関
係

者
が
一
丸
と
な
り
、
国
保
制
度
の
改

善
と
財
政
強
化
に
向
け
た
運
動
を
展

開
す
る
。

さ
ら
に
、
広
報
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
活
用
し
た
動
画
放
映
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
事
業
の
充
実
を
図
る
。

加
え
て
、
保
険
税
収
納
率
向
上
対

策
と
し
て
、
令
和
６
年
度
に
引
き
続

き
、
口
座
振
替
の
促
進
を
図
る
た
め
、

県
内
保
険
者
と
連
携
の
う
え
支
援
事

業
を
展
開
す
る
。

（
２
）成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支

払
事
業
等
の
展
開

審
査
事
務
共
助
の
充
実
強
化
、
審

査
委
員
会
へ
の
情
報
の
提
供
等
に
よ

り
、
効
率
的
な
レ
セ
プ
ト
審
査
体
制

の
強
化
を
図
る
。
ま
た
、
審
査
支
払

機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
に
基
づ

く
審
査
基
準
の
原
則
全
国
統
一
や
整

合
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の

実
現
に
向
け
た
影
響
を
踏
ま
え
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
な
ど
の
効
率

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
理

解
力
向
上
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
よ
る
レ
セ
プ
ト
の
振
替
・
分
割
、

普
通
交
付
金
収
納
事
務
、
出
産
育
児

一
時
金
等
支
払
業
務
の
ほ
か
、
後
期

高
齢
者
医
療
事
務
代
行
業
務
の
適
正

な
事
務
処
理
に
努
め
る
。

（
３
）共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
、
国
保
情
報

集
約
シ
ス
テ
ム
及
び
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
行
う
ほ
か
、
各
種
シ
ス
テ
ム
の

最
適
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
機
能

改
善
に
よ
る
保
険
者
事
務
の
効
率
化
、

保
険
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
価
値
あ

る
デ
ー
タ
提
供
等
、
保
険
者
支
援
の

更
な
る
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求

償
事
務
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
と
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
求
償
金
の
滞

留
防
止
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
海
外
療
養
費
不
正
請
求

対
策
支
援
業
務
の
適
正
執
行
と
国
保

税
賦
課
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事

業
の
充
実
に
努
め
る
。

（
４
）実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支

援
強
化
と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理

業
務
の
適
正
執
行

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）シ

ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
保
健
事
業
の

推
進
、
重
複
服
薬
者
等
訪
問
指
導
等

支
援
事
業
に
よ
る
適
正
受
診
の
促
進

及
び
医
療
費
適
正
化
の
推
進
、
栃
木

県
保
険
者
協
議
会
を
通
じ
た
地
域
・

職
域
保
険
の
連
携
強
化
な
ど
、
市
町

保
健
事
業
の
支
援
を
行
う
。	

ま
た
、
医
療
保
険
情
報
を
活
用
し

た
デ
ー
タ
分
析
、
生
活
習
慣
病（
予
備

群
）減
少
の
た
め
の
デ
ー
タ
提
供
活
用

支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な

実
施
、
特
定
健
診
未
受
診
者
受
診
勧

奨
事
業
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
支

援
の
充
実
強
化
等
に
よ
り
医
療
費
適

正
化
の
推
進
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
特
定
健
診
等
の
デ
ー
タ

管
理
業
務
の
適
正
執
行
を
行
い
、
保

険
者
事
務
の
効
率
化
に
努
め
る
。

（
５
）介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援

事
業
関
係
業
務
の
適
正
執
行

介
護
給
付
費
、
障
害
者
総
合
支
援

給
付
費
等
の
審
査
支
払
業
務
を
適
正

に
執
行
す
る
。
ま
た
、次
期
介
護
保
険
・

障
害
者
総
合
支
援
審
査
支
払
シ
ス
テ

ム
の
更
改
に
万
全
を
期
す
ほ
か
、
保

険
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
介
護
保
険
者

事
務
共
同
処
理
事
業
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
介
護
給
付
適
正
化
事
業
の

一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

併
せ
て
、
障
害
福
祉
に
お
け
る
地

域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
委

託
市
町
と
連
携
を
図
り
、
適
正
に
対

応
す
る
。

さ
ら
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維

持
・
向
上
を
図
る
。

（
６
）新
規
事
業
へ
の
対
応

国
保
中
央
会
開
発
の
次
期
後
期
高

齢
者
医
療
請
求
支
払
シ
ス
テ
ム
及
び

次
期
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス

テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
環
境
へ
の
移
行
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
管
理
シ
ス
テ
ム（
旧

デ
ー
タ
集
配
信
シ
ス
テ
ム
等
の
統
合
）

の
更
改
に
万
全
を
期
し
対
応
す
る
。

ま
た
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
を
踏
ま
え
、
新
た

な
文
字
フ
ォ
ン
ト
に
対
応
し
た
大
量

印
刷
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
者
事
務
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と

し
た
仕
組
み
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
県
内
統
一
の
様
式
に
て「
資
格
確

認
書
」及
び「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

の
一
括
作
成
業
務
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上

に
お
い
て
新
た
な
受
診
勧
奨
Ｃ
Ｍ
を

作
成
す
る
こ
と
で
、
県
内
全
域
に
啓

発
事
業
を
行
い
、
広
報
事
業
の
充
実

を
図
る
。

加
え
て
、
保
険
者
に
お
け
る
点
検

お
よ
び
再
審
査
申
出
の
支
援
に
繋
げ

る
た
め
、
医
療
実
績
デ
ー
タ
と
特
定

健
診
等
デ
ー
タ
の
突
合
リ
ス
ト
を
提

供
し
、
保
険
者
事
務
の
軽
減
を
図
る
。

（
７
）
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・

事
務
運
営
等
の
整
備

保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
成

果
を
生
み
出
す
事
業
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
、
令
和
７
年
度
本
会
事
業

計
画
の
重
点
目
標
の
取
り
組
み
方
針

に
沿
っ
て
事
務
局
体
制
の
整
備
、
職

員
の
資
質
の
向
上
、
事
務
運
営
の
改

善
に
努
め
る
。
ま
た
、
組
織
の
運
営

と
業
務
の
信
頼
性
・
有
効
性
確
保
の

た
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に

努
め
る
。
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令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会

Ⅰ報告事項
報告第１号 規則の一部改正について

1 栃木県国民健康保険団体連合会役員の報酬及び費用弁償規則の一部改正について

2 栃木県国民健康保険団体連合会職員服務規則の一部改正について

3 栃木県国民健康保険団体連合会職員育児休業等に関する規則の一部改正について

4 栃木県国民健康保険団体連合会財務規則の一部改正について

5 栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払規則の一部改正について

6 栃木県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等に関する費用支払規則の一部改正について

7 栃木県国民健康保険団体連合会保険者事務共同電算処理事業規則の一部改正について

8 栃木県国民健康保険団体連合会介護給付費審査支払規則の一部改正について

9 栃木県国民健康保険団体連合会介護保険者事務共同処理規則の一部改正について

10 栃木県国民健康保険団体連合会障害介護給付費等審査支払規則の一部改正について

11 栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療診療報酬審査支払規則の一部改正について

Ⅱ議決事項
議案第１号 栃木県国民健康保険団体連合会規約の一部改正について

議案第２号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計画について

議案第３号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について

議案第４号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算について

議案第５号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算について

議案第６号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳出予算について

議案第７号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算について

議案第８号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算について

議案第９号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出予算について

議案第10号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出予算について

議案第11号 栃木県国民健康保険団体連合会積立金の一部処分について

議案第12号 令和7年度栃木県国民健康保険団体連合会運営資金の一時借入について

議案第13号 理事長専決事項委任について

議案第14号 令和6年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について

議案第15号 令和6年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報
酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

議案第16号 令和6年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療に関
する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

議案第17号 令和6年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳
出予算補正について

議案第18号 令和6年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給付費支
払勘定）歳入歳出予算補正について

議案第19号 令和6年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害児給付費支払
勘定）歳入歳出予算補正について

追加議案第1号 本会参与の選任について

Ⅲその他
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令和７年度栃木県国民健康保険団体連合会予算総括

No. 区　　　分 令和 6 年度
（千円）

令和 7 年度

予算
（千円）

対前年度比較増減額
（千円）

前年度対比
（％）

1 一般会計
（481,618） （488,826） （7,208） （101.49）

481,618 488,826 7,208 101.49

2

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

業務勘定
(1,443,708) （1,146,962） （△ 296,746） （79.44）
1,541,285 1,334,891 △ 206,394 86.60

診
療
報
酬
支
払
勘
定

国民健康保険診療報酬支払勘定 142,534,798 137,368,273 △ 5,166,525 96.37

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 4,248,165 4,343,810 95,645 102.25

出産育児一時金等に関する支払勘定 945,007 882,007 △ 63,000 93.33

抗体検査等費用に関する支払勘定 136,613 0 △ 136,613 皆減

小　　　計 147,864,583 142,594,090 △ 5,270,493 96.43

3

後
期
高
齢
者
医
療
事
業 

関
係
業
務
特
別
会
計

業務勘定
（901,273） （820,290） （△ 80,983） （91.01）

901,273 820,290 △ 80,983 91.01

診
療
報
酬
支
払
勘
定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定 243,177,988 250,080,567 6,902,579 102.83

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 1,455,957 1,598,507 142,550 109.79

小　　　計 244,633,945 251,679,074 7,045,129 102.87

4 第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計
（16,017） （18,906） （2,889） （118.03）
436,706 461,519 24,813 105.68

5

介
護
保
険
事
業
関
係

業務勘定
（319,515） （247,686） （△ 71,829） （77.51）

717,807 633,787 △ 84,020 88.29

支
払
勘
定

介護給付費支払勘定 156,017,430 156,663,761 646,331 100.41

公費負担医療等に関する診療等支払勘定 1,414,593 1,431,905 17,312 101.22

小　　　計 157,432,023 158,095,666 663,643 100.42

6

障
害
者
総
合
支
援
法
関
係 

業
務
等
特
別
会
計

業務勘定
（103,983） （77,375） （△ 26,608） （74.41）

109,046 81,775 △ 27,271 74.99

支
払
勘
定

障害介護給付費支払勘定 52,195,496 57,639,273 5,443,777 110.42

障害児給付費支払勘定 14,813,934 15,761,688 947,754 106.39

小　　　計 67,009,430 73,400,961 6,391,531 109.53

7 特定健診保健指導費用決済業務特別会計
（68,321） （89,457） （21,136） （130.93）

1,569,768 1,702,350 132,582 108.44

8 職員厚生資金貸付金特別会計 10,633 11,016 383 103.60

合　　　計
（3,334,435） （2,889,502） （△ 444,933） （86.65）

622,708,117 631,304,245 8,596,128 101.38

［備考］
上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、保険者間調整受入金及び支出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特別会計
の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担金及び電子証明書発行手数料、ケアプランデータ連携システムライセンス料及び電子証明
書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）
である。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 6



会
長
の
一
言

サステナブル（持続可能）な国保運営に向けて
国民皆保険の最後の砦である国保を取り巻く環境は、構造的な問題に

加えて、少子高齢化の進展や昨今の物価上昇の影響といった社会的な要
因により、厳しさを増しています。

今後、制度の持続可能性の確保がますます重要になってくるため、共
同保険者である栃木県と連携し、安心できる国保運営に向けて尽力して
まいります。

国保運協会長プロフィール

加
か

藤
とう

　拓
たく

央
お

那須塩原市

那
須
塩
原
市
は
、
栃
木
県
の
北
部
に
位

置
し
、
広
大
な
那
須
野
が
原
の
北
西
一
帯

を
占
め
て
い
ま
す
。

市
域
に
は
、
日
光
国
立
公
園
、
塩
原
温

泉
郷
、
板
室
温
泉
、
三
斗
小
屋
温
泉
が
あ

り
、
初
夏
の
新
緑
、
秋
季
の
紅
葉
な
ど
四

季
折
々
の
多
彩
で
魅
力
的
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
ま
ち
と
し
て
、
訪
れ
る
多
く
の
人
々

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

南
東
部
に
広
が
る
複
合
扇
状
地
に
お
い

て
は
、「
生
乳
生
産
本
州
一
の
ま
ち
」
と

し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
る
酪
農
を
始
め
、

ほ
う
れ
ん
そ
う
・
大
根
と
い
っ
た
高
原
野

菜
や
水
稲
な
ど
農
業
が
盛
ん
で
、
市
の
農

業
算
出
額
全
体
で
全
国
第
８
位
を
誇
り
ま

す
。東

京
都
か
ら
１
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

に
あ
る
本
市
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
那
須
野
駅
、

Ｊ
Ｒ
那
須
塩
原
駅
及
び
Ｊ
Ｒ
黒
磯
駅
を
中

心
と
し
て
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
る
ほ
か
、

東
北
縦
貫
自
動
車
道
西
那
須
野
塩
原
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
黒
磯
板
室
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
交
通
の
利
便
性
が
非
常

に
高
い
ま
ち
で
す
。

ま
た
、
国
際
的
な
認
証
団
体
か
ら
「
世

界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１
０
０

選
」
に
２
年
連
続
で
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、

先
進
的
な
環
境
施
策
を
展
開
す
る
な
ど
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
会
長
を
務
め
ら
れ
る
加
藤
拓
央
氏
は
、

水
稲
や
酪
農
な
ど
の
農
業
経
営
に
携
わ
ら

れ
、
長
年
に
わ
た
り
、
認
定
農
業
者
と
し

て
地
域
の
農
業
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
、
現
在
も
御
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
農
業

委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
会
長
職
務
代

理
者
、
運
営
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
た
後
、
令
和
５
年
７
月
に
会
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
は
、
令

和
５
年
12
月
に
委
員
に
な
ら
れ
、
令
和
６

年
７
月
に
会
長
に
就
任
さ
れ
、
本
市
の
国

民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
に
御
尽
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、
被
保
険
者
数
が
減
少
す
る
一
方

で
、
医
療
の
高
度
化
に
伴
い
一
人
当
た
り

の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

課
題
が
よ
り
顕
著
に
な
り
、
今
後
も
国
民

健
康
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
加
藤
会
長

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
住
民
と
身
近

な
関
係
の
中
、
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か

な
事
業
を
担
う
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営

に
つ
い
て
、
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、
健

全
で
安
心
で
き
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続

可
能
）
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

御
活
躍
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
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○
国
民
健
康
保
険
の
指
導
監
督
と
は

都
道
府
県
知
事
は
、
国
民
健
康
保

険
法
、
地
方
自
治
法
等
に
よ
る
責
務

及
び
権
限
の
ほ
か
、
平
成
31
年
１
月

23
日
付
け
保
発
０
１
２
３
第
２
号
厚

生
労
働
省
保
険
局
長
通
知
並
び
に
保

国
発
０
１
２
３
第
２
号
厚
生
労
働
省

保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
長
通
知
に

基
づ
い
て
、
定
期
的
に
市
町
保
険
者
、

国
民
健
康
保
険
組
合
及
び
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
（
以
下
「
保
険
者

等
」
と
い
う
。）
の
国
民
健
康
保
険

事
業
の
実
施
状
況
を
実
地
に
確
認
し
、

国
民
健
康
保
険
の
適
正
か
つ
効
率
的

な
事
業
運
営
の
方
策
に
係
る
助
言
・

指
導
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
町
村
保
険
者
に
対
す
る

指
導
監
督
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府

県
の
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に
基

づ
く
事
業
運
営
の
状
況
を
確
認
し
、

具
体
的
な
事
業
運
営
に
つ
い
て
助
言

を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
運
営
の
効

果
や
効
率
性
に
つ
い
て
の
検
証
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
指
導
監
督
の
種
別
等

⑴
一
般
指
導
監
督

市
町
保
険
者
及
び
国
民
健
康
保
険

組
合
を
対
象
に
原
則
と
し
て
２
年
に

１
回
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

を
対
象
に
原
則
と
し
て
年
１
回
の
定

期
的
な
助
言
・
指
導
を
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
特
別
指
導
監
督

保
険
者
等
の
事
業
運
営
に
つ
い
て

改
善
す
べ
き
事
項
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
改
善
状
況
の
確
認
が
必
要
な
場
合

も
し
く
は
緊
急
に
指
導
監
督
の
実
施

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
実
施

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
指
導
監
督
の
確
認
事
項

⑴
市
町
保
険
者
及
び
国
民
健
康
保
険

組
合
に
関
す
る
事
項

①
事
業
計
画
等
、
②
適
用
の
適
正

化
、
③
適
正
な
賦
課
、
④ 

保
険
料

（
税
）
収
入
の
確
保
、
⑤
医
療
費
の

適
正
化
、
⑥
保
健
事
業
、
⑦
事
務
処

理
の
適
正
化　

等

⑵
国
保
連
合
会
に
関
す
る
事
項

①
審
査
の
充
実
強
化
、
②
保
険
者

支
援　

等

○
市
町
保
険
者
に
お
け
る
留
意
点

本
県
に
よ
る
、令
和
６（
２
０
２
４
）

年
度
の
一
般
指
導
監
督
で
散
見
さ
れ

た
、
改
善
等
を
お
願
い
す
る
指
摘
事

項
や
留
意
事
項
の
主
な
内
容
を
例
示

し
ま
す
の
で
、
各
市
町
保
険
者
に
お

け
る
事
業
運
営
の
適
正
化
等
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

⑴
指
摘
事
項
と
な
る
事
例

・
保
険
税
滞
納
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
財
産
調
査
の
上
、
地
方
税
法
に

基
づ
く
滞
納
処
分
や
執
行
停
止
を
行

わ
ず
に
、
消
滅
時
効
の
到
来
に
よ
り

納
税
義
務
を
消
滅
さ
せ
、
滞
納
額
を

不
納
欠
損
処
理
し
て
い
る
も
の
が

あ
っ
た
。

⑵
留
意
事
項
と
な
る
事
例

・
国
庫
支
出
金
の
交
付
要
綱
等
で
定

め
ら
れ
て
い
る
調
書
が
未
作
成
で

あ
っ
た
。

・
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、

地
方
税
法
施
行
令
に
定
め
る
額
と
差

が
生
じ
て
い
た
。

・
国
保
税
収
納
率
（
現
年
度
分
／
滞

納
繰
越
分
）
が
県
平
均
を
下
回
っ
て

い
た
（
ま
た
は
前
年
度
か
ら
低
下
し

て
い
た
）
。

・
特
定
健
康
診
査
受
診
率
／
特
定
保

健
指
導
実
施
率
が
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
た
（
ま
た
は
前
年
度
か
ら
低
下

し
て
い
た
）
。

こ
れ
ま
で
の
指
導
監
督
に
お
い
て
、

指
摘
事
項
及
び
留
意
事
項
と
し
て
、

県
か
ら
通
知
を
受
け
た
市
町
保
険
者

に
お
い
て
は
、
県
へ
提
出
し
た
改
善

計
画
・
状
況
等
報
告
に
基
づ
く
取
組

を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

国
保
医
療
課
だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
の
指
導
監
督
に
つ
い
て

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 8



第１ 保険者（市町村保険者及び国保組合）に関する事項

指導監督における確認事項（平成 年１月 日付け保国発 第２号厚生労働省保険局国民健康保険課長通知より）

１ 事業計画等 事業計画の策定 予算の編成 赤字保険者における財政の健全化

２ 適用の適正化 被保険者の適用 居所不明者被保険者の確認 適用の適正化調査

３ 適用な賦課 保険料（税）の算定基礎となる所得の把握 保険料（税）の設定

４ 保険料（税）等収入の確保 徴収計画の策定 納期内納入の促進 滞納者対策 徴収体制の充実
その他の収納対策

５ 医療費の適正化 国保運営方針に基づく医療費適正化対策の実施 医療費等の分析 診療報酬明細書の点検調査
柔道整復師の施術の療養費支給の適正化 第三者行為求償の取組強化
後発医薬品及び適正受診に対する周知・啓発 重複・頻回受診者、重複・多剤投与者対策の推進

６ 保健事業 保健事業の推進 直営診療施設

７ 事務処理の適正化 事務の効率化、標準化、広域化の推進 補助金申請事務等の適正化 不正及び事故の防止

８ 国保組合に関する重点事項 被保険者の適用 特別積立金及び給付費等支払準備金
法令遵守体制の整備と個人情報の適正な取扱

９ その他 国民健康保険運営協議会の充実 保険者協議会における各保険者との連携・協力
被保険者証の個人カード化及び高齢受給者証の一体化の推進 情報開示

第２ 国民健康保険団体連合会に関する事項

１ 審査の充実強化

２ 保険者支援 保険者事務共同電算処理事業等の充実・強化 医療費分析等の充実・活用
レセプト点検調査の支援 保健事業の支援 保険料（税）収納率向上対策の支援
その他保険者事務の共同実施への支援 小規模保険者等への支援

３ その他 審査支払事務の受託環境の整備 審査の適正化 個人情報保護の徹底 事務の改善等

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」9



保健師
活動報告

◆
真
岡
市
の
概
要

真
岡
市
は
、
栃
木
県
南
東
部
に
位

置
し
、
北
関
東
自
動
車
道
と
国
道
４

０
８
号
鬼
怒
テ
ク
ノ
通
り
が
交
差
す

る
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
利
便
性
の

高
い
ア
ク
セ
ス
の
良
い
環
境
で
す
。

人
口
は
令
和
６
年
10
月
１
日
現

在
、
７
８
，
３
１
９
人
と
な
っ
て
お

り
、
高
齢
化
率
は
28
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
産
業
人
口
の
比
率
は
、

第
１
次
産
業
10
・
１
%
、
第
２
次

産
業
36
・
８
％
、
第
３
次
産
業
52
・

４
％
で
あ
り
、
製
造
業
就
業
者
の
割

合
は
県
内
で
も
上
位
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
50
年
以
上
連
続
で
い

ち
ご
の
生
産
量
日
本
一
の
栃
木
県
の

中
で
も
一
番
の
生
産
量
を
誇
り
、「
い

ち
ご
王
国
栃
木
の
首
都
も
お
か
」
と

し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

◆
真
岡
市
の
健
康
課
題

平
成
30
年
～
令
和
４
年
の
脳
血
管

疾
患
に
よ
る
標
準
化
死
亡
比
を
み
る

と
、
真
岡
市
は
男
性
が
県
内
４
位（
１

３
２
・
３
）、
女
性
が
第
２
位（
１
６

４
・
２
）
と
県
内
で
も
全
国
的
に
み

て
も
高
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
脳

血
管
疾
患
に
対
す
る
対
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
結
果
を

み
る
と
、
40
歳
、
50
歳
代
男
性
の
肥

満
や
高
血
糖
者
の
割
合
が
多
い
状
況

で
す
。
さ
ら
に
高
血
糖
者
の
割
合
は

男
女
と
も
、
全
国
よ
り
高
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
糖
尿
病
や
肥
満
対
策

を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
病
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
実
施
し
て
い
る
20
～
39
歳
を

対
象
と
し
た
ヤ
ン
グ
健
診
で
も
男
性

の
肥
満
が
多
い
こ
と
か
ら
、
若
い
世

代
か
ら
の
生
活
習
慣
病
対
策
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
脳
卒
中
対
策

令
和
６
年
度
は
脳
卒
中
対
策
と
し
て
、

協
力
の
得
ら
れ
た
市
内
の
ス
ー
パ
ー
や

薬
局
に
脳
卒
中
対
策
の
の
ぼ
り
旗
の
設

置
や
健
診
当
日
に
塩
分
や
脂
質
量
、
糖

分
量
の
モ
デ
ル
の
展
示
を
し
、
市
民

へ
の
意
識
づ
け
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

真
岡
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
も
お

か
ぴ
ょ
ん
と
コ
ッ
ト
ベ
リ
ー
を
用
い
た

「
脳
卒
中
お
さ
え
隊
」の
イ
ラ
ス
ト
の

入
っ
た
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
マ
グ

ネ
ッ
ト
な
ど
を
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
配
布

し
、
周
知
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
真
岡
市
の
保
健
師
が
一
団
と

な
り
、
市
の
産
業
祭
や
庁
内
に
お
い
て

脳
卒
中
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
内
容

と
し
て
は
、
１
日
塩
分
摂
取
目
安
量
の

展
示
や
実
際
の
計
測
、
塩
分
や
脳
卒
中

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ベ
ジ
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
、
市
民
の
方
か
ら
は
、「
真

岡
市
で
脳
卒
中
が
多
い
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
」「
塩
分
は
減
ら
せ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
実
際
の
目
安
量
は
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
意
識
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
も
お
か
を
目
指
し
て

真
岡
市
健
康
増
進
課
　
健
康
づ
く
り
係
　
安や

す

田だ

　
美み

佳か

子こ

おさえ隊啓発品

産業祭の様子

庁内展示

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 10



◆
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク

真
岡
市
で
は
、
令
和
４
年
度
よ
り

掌
で
野
菜
の
摂
取
量
を
測
定
す
る
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
お
り
、
各
事

業
の
際
や
市
役
所
、
市
内
３
か
所
に

あ
る
ま
ち
な
か
保
健
室
に
て
毎
月
ベ
ジ

チ
ェ
ッ
ク
デ
ー
を
設
定
し
、
測
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
デ
ー

の
際
に
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
フ
ー
ド
モ
デ

ル
を
用
い
て
１
日
の
野
菜
摂
取
量
に
つ

い
て
や
簡
単
な
レ
シ
ピ
の
紹
介
も
行
っ

て
い
ま
す
。
測
定
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
野
菜
を
食
べ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
ま
だ
足
り
て
い
な
か
っ
た
」「
１

日
に
食
べ
る
野
菜
の
量
が
こ
ん
な
に
あ

る
と
思
わ
な
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞

か
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
母
子
保
健
で
実
施
し
て
い
る

事
業
の
際
に
測
定
を
行
い
、
不
定
期
で

は
あ
り
ま
す
が
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
測
定
も
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
、
真
岡
市
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
若

い
世
代
へ
の

生
活
習
慣
病

対
策
の
一
環

と
し
て
、
今

後
も
継
続
し

て
母
子
保
健

事
業
な
ど
と

連
携
し
、
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク

の
周
知
を
含

め
た
保
健
指

導
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
ま
ち
な
か
保
健
室

相
談
や
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
、
い
つ

で
も
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
し
て
、
真

岡
市
に
は
市
内
３
か
所
に
ま
ち
な

か
保
健
室
が
あ
り
ま
す
。
運
営
主

体
を
自
治
会
と
し
、
開
館
日
に
は

地
区
の
方
が
当
番
制
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
血
圧
測
定
や
血
管
年
齢
測
定
、

体
脂
肪
測
定
な
ど
が
常
時
設
置
し
て

あ
り
、
気
軽
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
ま
す
。
ま
た
健
康
相
談
時
間
を
設
け
、

そ
の
際
に
は
保
健
師
・
看
護
師
な
ど
の

専
門
職
に
健
康
相
談
が
で
き
ま
す
。
月

に
１
回
健
康
講
座
も
開
催
し
て
お
り
、

食
事
や
運
動
な
ど
様
々
な
健
康
に
関
す

る
講
話
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ

ビ
ー
ス
ケ
ー
ル
が
あ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
と
し
て
の
利
用
も
で
き
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
１
月
に
開

館
し
た
に
の
み
や
館
に
は
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
、
様
々
な
世
代
の
方
々

が
気
軽
に
集
え
る
場
所
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
ち
ゃ
れ
ん
じ
70

真
岡
市
で
は
、
日
常
的
に
運
動
す
る

機
会
を
増
や
し
、
市
民
自
ら
が
積
極
的

に
運
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令

和
５
年
度
ま
で
、
好
き
な
運
動
を
60
日

間
実
施
す
る
ス
マ
ー
ト
ち
ゃ
れ
ん
じ

60
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
令
和

６
年
度
は
市
制
70
周
年
の
記
念
事
業

と
合
わ
せ
て
ス
マ
ー
ト
ち
ゃ
れ
ん
じ

70
と
名
称
を
変
え
、
①
健
診
を
受
け
る
、

②
好
き
な
運
動
を
60
日
間
実
施
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
、
達
成
者
に
は
抽
選
で

ク
オ
カ
ー
ド
や
減
塩
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
記
録
を
提
出
す
る
と

い
う
目
的
が
あ
る
か
ら
継
続
で
き
る
と

い
う
声
も
あ
り
、
今
後
は
継
続
し
て
記

録
で
き
る
用
紙
も
配
布
し
て
い
く
予
定

で
す
。

◆
親
子
で
健
康
自
由
研
究

若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環

と
し
て
、
親
子
で
楽
し
く
食
事
や
運
動

に
つ
い
て
学
べ
る
教
室
を
令
和
５
年

度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
と

し
て
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
ス
ム
ー
ジ
ー

作
り
、
健
康
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え

る
謎
解
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
開
催
し
、

自
宅
で
も
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
自
由
研
究
と
し

て
学
校
に
提
出
し
て
も
Ｏ
Ｋ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
親
子
で
取
り
組
む
こ
と
で
、

家
庭
で
の
健
康
に
関
す
る
取
り
組
み
が

増
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
今
後
に
つ
い
て

真
岡
市
で
は
、
肥
満
や
高
血
糖
者

が
国
や
県
と
比
較
し
て
多
く
、
ヤ
ン

グ
健
診
世
代
か
ら
肥
満
者
が
多
い
た

め
、
若
い
世
代
か
ら
生
活
習
慣
改
善

に
取
り
組
め
る
よ
う
他
機
関
と
連
携

し
た
事
業
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

ベジチェックの様子

まちなか保健室

親子で健康自由研究の様子
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市
貝
町
の
概
要

市
貝
町
は
東
西
９
・
９
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
南
北
15
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
長
方
形
を
し
て
お
り
、
県
都
宇
都

宮
か
ら
東
へ
約
24
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

位
置
し
、
東
は
茂
木
町
、
西
は
芳
賀

町
、
南
は
真
岡
市
、
益
子
町
、
北
は

那
須
烏
山
市
の
２
市
３
町
に
接
し
て

い
ま
す
。
町
の
南
部
に
は
伊
許
山
や

多
田
羅
沼
、
北
部
に
は
芝
ざ
く
ら
公

園
や
那
珂
川
県
立
自
然
公
園
な
ど
美

し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
国
指

定
の
入
野
家
住
宅
や
古
墳
、
城
跡
な

ど
数
々
の
史
跡
が
残
り
、
全
国
で
も

類
を
見
な
い
武
者
絵
資
料
館
は
歴
史

と
文
化
の
町
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い
夏
祭

り
や
市
貝
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
、

ゴ
ル
フ
場
な
ど
、
祭
り
も
遊
び
も
楽

し
め
る
町
で
す
。

市
貝
町
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

市
貝
町
は「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
先
に
あ
る

町
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
人
と

投
資
の
呼
び
込
み
を
図
っ
て
い
ま
す
。

新
規
性
が
あ
り
人
の
ぬ
く
も
り
が
増

す
場
所
に
は
人
が
集
ま
る
も
の
と
捉

え
、
バ
イ
パ
ス
沿
線
へ
の
企
業
と
住

宅
団
地
の
誘
致
は
喫
緊
の
課
題
と
し

て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
絶
滅
危
惧
種
の
タ
カ
の
仲
間
で

あ
る
サ
シ
バ
の
営
巣
地
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
未
来
に
残
す
べ
き

地
区
を
設
定
し
、
開
発
か
保
全
か
の

二
項
目
対
立
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ニ
ン

グ
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
調
和
の
と

れ
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
サ
シ
バ
と
芝
ざ
く
ら
の

町
と
し
て
知
ら
れ
、美
し
い
原
風
景
・

里
山
が
広
が
る
市
貝
町
を
訪
れ
、
市

貝
町
の
目
指
す
町
づ
く
り
や
国
保
税

収
納
率
向
上
に
か
か
る
取
組
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
支
援
等
に
つ
い
て
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

国
保
資
格
の
適
用
適
正
化

初
め
に
、
町
民
く
ら
し
課
国
保

年
金
係
の
鈴
木
係
長
に
、
町
民
く

ら
し
課
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

鈴
木
係
長
は
、
国
保
資
格
の
適

用
適
正
化
に
つ
い
て
触
れ
、「
厚

生
年
金
へ
の
加
入
等
に
よ
り
国
保

資
格
の
喪
失
が
確
認
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
資
格
喪
失
の
届
出
が

な
い
方
に
は
、
届
出
手
続
き
の
勧

奨
通
知
を
月
に
最
低
１
回
送
付
し

て
い
ま
す
。」と
話
し
ま
す
。
初
回

の
勧
奨
で
は
、
役
場
へ
来
庁
い
た

だ
き
手
続
き
を
し
て
も
ら
う
よ
う

促
し
、
再
勧
奨
の
際
に
は
、
通
知

に
届
出
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で

市
貝
町

調
和
の
と
れ
た
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

      

みてある

市貝町

市貝町第145回

突 撃 ル ポ

多田羅沼の蓮
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も
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
け
な

い
場
合
に
は
、
再
度
勧
奨
を
行
い
、

職
権
に
よ
り
資
格
の
喪
失
を
行
っ

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

国
保
資
格
の
適
用
適
正
化
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
医

療
費
の
適
正
化
を
目
指
す
姿
勢
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

丁
寧
な
説
明
で
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
率
の
向
上
を
図
る

鈴
木
係
長
は
、
令
和
６
年
12
月

２
日
に
被
保
険
者
証
の
新
規
発
行

が
停
止
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基

本
と
す
る
制
度
に
移
行
し
た
こ
と

を
受
け
、「
被
保
険
者
に
マ
イ
ナ

保
険
証
利
用
に
か
か
る
周
知
を
行

い
、
役
場
窓
口
で
も
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
し
た
受
診
に
つ
い
て
分

か
り
や
く
丁
寧
な
説
明
を
行
う
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。」と
話
し
ま

す
。
国
が
作
成
し
た
広
報
物
等
を

活
用
し
、
来
庁
さ
れ
た
方
へ
チ
ラ

シ
を
渡
す
な
ど
し
て
積
極
的
な
案

内
を
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

現
年
度
分
中
心
の
滞
納
処
分
で
国

保
税
収
納
率
の
確
保
に
努
め
る

次
に
、
税
務
課
管
理
徴
収
係
の

鈴
木
係
長
に
、
税
務
課
に
お
け
る

取
組
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

鈴
木
係
長
は
、「
現
年
度
分
中

心
の
分
納
・
催
告
・
滞
納
処
分
を

励
行
し
、
国
保
税
収
納
率
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。」
と
し
、「
特
に

現
年
度
分
の
み
滞
納
者
に
つ
い
て

は
、
滞
納
の
累
積
防
止
の
た
め
、

早
期
か
ら
の
催
告
・
滞
納
処
分
着

手
を
心
が
け
て
い
ま
す
。」と
話
し

ま
す
。

ま
た
、
催
告
通
知
発
出
時
に
は

目
に
付
き
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
封

筒
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
滞
納
者

に
反
応
し
て
も
ら
う
工
夫
も
し
て

い
ま
す
。

催告通知用封筒

預
貯
金
調
査
の
効
率
化
で
差
押
件

数
を
伸
ば
す

鈴
木
係
長
は
、
滞
納
処
分
に
お

い
て
預
金
差
押
は
最
も
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
方
法
で
あ
る
と
主
張

し
ま
す
。
市
貝
町
で
は
預
貯
金
調

入野家住宅

武者絵資料館
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査
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
、
今

年
度
よ
り
ｐ
ｉ
ｐ
ｉ
ｔ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｑ
（
ピ
ピ
ッ
ト
リ
ン
ク
：
各
金
融

機
関
の
預
貯
金
情
報
を
電
子
上
で

照
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
調
査
可
能
件
数
が
飛
躍
的
に

向
上
し
、
差
押
件
数
も
令
和
５
年

度
決
算
と
比
較
し
て
、
現
時
点（
令

和
７
年
２
月
取
材
時
）
で
42
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
預
金
差
押
は
滞
納
処
分
に
お
い

て
着
手
し
や
す
い
部
分
で
あ
る
た

め
、
収
納
率
の
向
上
に
繋
が
る
と

思
っ
て
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。」と
話
し
ま
す
。

徴
収
に
対
す
る
意
識
の
変
化

鈴
木
係
長
は
、
こ
れ
ま
で
徴
収
に

携
わ
っ
て
き
た
職
員
の
意
識
に
つ
い

て
、「
徴
収
を
諦
め
る
こ
と
に
対
し

て
抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。」と
話
し
ま
す
。
滞
納
者
の
納

付
資
力
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

滞
納
税
額
に
見
合
わ
な
い
分
納
を
継

続
さ
せ
る
な
ど
、
解
決
に
結
び
つ
か

ず
、
ま
た
滞
納
者
・
職
員
双
方
を
苦

し
め
る
よ
う
な
滞
納
整
理
が
散
見
さ

れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

「
少
数
の
人
員
で
滞
納
整
理
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
意
識

的
に
滞
納
を『
落
と
す
』こ
と
も
重

要
な
職
務
と
捉
え
て
、
積
極
的
に
執

行
停
止
の
判
断
を
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。」と
し
、
滞
納
整
理
を
行
っ

て
い
く
う
え
で
徴
収
に
対
す
る
意
識

の
変
化
が
あ
っ
た
と
話
し
ま
す
。

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
を

活
用
し
た
捜
索
の
実
施

市
貝
町
で
は
、
令
和
６
年
度
に
栃

木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が

実
施
す
る「
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設

置
事
業
」を
活
用
し
、
捜
索
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。
例

年
１
～
２
件
だ
っ
た
捜
索
件
数
が
、

令
和
６
年
度
は
現
時
点
で
８
件
に
及

ん
で
い
る
と
言
い
ま
す
。

捜
索
は
、
主
に
財
産
の
差
押
を
目

的
と
し
た
も
の
と
、
差
押
財
産
の
不

存
在
の
確
認
を
目
的
と
し
た
も
の
の

２
つ
に
分
け
ら
れ
、
市
貝
町
で
は
後

者
の
案
件
が
多
い
と
言
い
ま
す
。「
捜

索
実
施
の
歴
史
が
浅
く
、
職
員
と
し

て
も
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
面

が
あ
る
た
め
、
年
間
を
通
し
て
随
時

捜
索
を
行
え
る
よ
う
な
土
壌
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」と
話

し
、
捜
索
に
対
し
て
非
常
に
前
向
き

な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

徴
収
に
か
か
る
課
題

鈴
木
係
長
は
、
現
年
度
分
収
納
率

確
保
の
反
面
、
滞
納
繰
越
分
の
徴
収

率
が
な
か
な
か
上
が
っ
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
ま
す
。
特
に
、
滞
納
税

額
上
位
者
に
対
し
て
過
去
に
行
っ
た
、

売
却
見
込
み
の
な
い
、
あ
る
い
は
薄

い
不
動
産
差
押
え
の
塩
漬
け
案
件
を

前
進
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
を
挙
げ
、

「
現
状
の
納
税
資
力
を
勘
案
し
、
完

納
を
目
指
す
こ
と
よ
り
も
、
今
後
の

納
付
を
約
束
さ
せ
た
う
え
で
過
去
の

滞
納
に
つ
い
て
は
緩
和
す
る
方
針
と

し
、
調
定
額
を
減
ら
す
方
向
で
考
え

て
い
ま
す
。」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行

に
よ
り
、
短
期
証
の
発
行
が
停
止
し

滞
納
者
と
の
接
触
機
会
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
滞
納

者
と
の
直
接
の
接
触
の
機
会
が
持
て

な
い
と
い
う
の
は
辛
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
滞
納
処
分
の
基

本
的
な
考
え
に
返
り
立
ち
、
差
押
を

行
う
か
執
行
停
止
を
す
る
か
、
そ
の

判
断
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
対
応
し

て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」と
話
し
ま
す
。

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
の
届

出
勧
奨

次
に
、
町
民
く
ら
し
課
国
保
年
金
係

の
濱
野
主
事
に
、
保
険
者
努
力
支
援
制

度
に
か
か
る
評
価
指
標
に
お
い
て
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い

て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

濱
野
主
事
は
、
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
の
届
出
勧
奨
を
挙
げ
、「
令

和
６
年
度
は
毎
月
の
レ
セ
プ
ト
点
検

の
際
に
、
疑
義
が
生
じ
た
レ
セ
プ
ト

を
確
認
し
、
該
当
の
被
保
険
者
に
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
の
提
出
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
。」と
話
し
ま
す
。
令

和
６
年
度
は
、
勧
奨
を
行
っ
た
方
全

員
に
傷
病
届
を
提
出
い
た
だ
い
て

い
る
そ
う
で
、
濱
野
主
事
は「
通
知

勧
奨
に
一
定
の
効
果
を
感
じ
て
い
ま

す
。」と
話
し
ま
す
。

元
気
づ
く
り
体
験
で
健
康
的
な
町

を
目
指
す

次
に
、
住
民
へ
の
健
康
づ
く
り
支

援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
町
民
く

ら
し
課
健
康
づ
く
り
係
山
本
保
健
師

に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

市
貝
町
で
は
健
康
増
進
・
介
護
予

防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
元
気
づ
く

り
体
験（
体
操
教
室
）を
実
施
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
本
事
業
は
、
週
２

回
90
分
コ
ー
ス
の
運
動
を
近
隣
の
集

会
所
で
行
い
ま
す
。
最
初
の
６
か
月

間
は
職
員
が
介
入
し
て
実
施
し
、
そ

の
後
は
参
加
者
た
ち
が
自
分
た
ち
で

運
営
し
て
い
く
こ
と
が
特
徴
で
、
現

在
は
町
内
19
地
区
で
実
施
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
山
本
保
健
師
は
、「
健

康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
方

同
士
の
ふ
れ
あ
い
・
居
場
所
作
り
の
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場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
認

知
症
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る
地
区

も
あ
り
、
見
守
り
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。」と
話
し
、
元
気
づ
く
り
体

験
を
と
お
し
た
住
民
た
ち
の
繋
が
り

を
感
じ
ま
し
た
。

「
今
後
は
さ
ら
に
実
施
地
区
を
増

や
し
、
参
加
者
の
数
も
増
や
し
て
い

け
る
よ
う
、
広
報
な
ど
の
周
知
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
。」と
話
し
、
住
民
た
ち
の
健
康

へ
の
強
い
思
い
を
感
じ
ま
す
。

保
健
事
業
に
か
か
る
課
題

山
本
保
健
師
は
、
市
貝
町
に
お
い

て
働
き
世
代
に
対
す
る
保
健
事
業
が

手
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
今
後
、
働
き
世
代
に
対
す
る
保
健

事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
例
え
ば
、
喫
煙
率
が

高
い
若
年
層
に
対
し
て
何
か
Ｐ
Ｒ
が

で
き
な
い
か
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。」

と
働
き
世
代
へ
の
健
康
づ
く
り
支
援

に
も
前
向
き
な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま

す
。ま

た
、
限
ら
れ
た
人
員
で
、
一
つ

一
つ
の
業
務
を
誤
り
な
く
行
う
こ
と

で
精
一
杯
で
あ
る
中
、
思
う
よ
う
に

保
健
事
業
が
展
開
で
き
て
い
な
い
現

状
に
対
し
、「
今
後
は
住
民
の
方
の

健
康
増
進
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
事

業
を
少
し
ず
つ
展
開
し
、
事
業
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。」と
前
向
き
に
話
し
ま
す
。

個
別
特
定
健
診
の
開
始

次
に
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
に

向
け
て
現
在
実
施
し
て
い
る
取
組
に

つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

山
本
保
健
師
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

市
貝
町
に
お
い
て
個
別
健
診
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、「
実
績
は
ま

だ
数
件
で
す
が
、
健
診
未
受
診
者
へ

の
受
診
勧
奨
と
併
せ
て
引
き
続
き
周

知
し
て
い
き
、
受
診
率
の
向
上
を
目

指
し
た
い
で
す
。」と
話
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
受

診
申
込
を
展
開

令
和
６
年
度
か
ら
翌
年
度
分
の
受

診
申
込
に
つ
い
て
、
メ
ー
ル
に
よ
る

申
込
や
、
申
込
書
に
二
次
元
コ
ー
ド

を
記
載
し
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申

し
込
む
こ
と
を
可
能
と
し
た
と
こ
ろ
、

現
時
点
で
１
０
０
件
程
度
の
受
診
申

込
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
健
診
受
診
の
申
込
を

可
能
と
し
た
こ
と
で
申
込
件
数
が
増

え
、
一
定
の
効
果
を
実
感
し
て
い
ま

す
。」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
若
年
層
の
受
診
率
の
低
さ

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
触
れ
、「
町
全
体
の
受
診
率
は

50
％
程
度
と
高
い
水
準
に
及
ん
で
い

る
も
の
の
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
40

代
の
受
診
率
が
低
い
と
い
う
の
が
実

態
で
す
。
若
年
層
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
べ
き
か
、

今
後
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」と
話
し
、
更
な
る
特
定

健
診
受
診
率
向
上
に
向
け
て
取
り
組

む
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

少
数
精
鋭
で
日
々
業
務
に
取
り
組
む

市
貝
町
。
業
務
に
対
す
る
意
識
を
変

え
た
り
、
新
た
な
事
業
を
検
討
し
た

り
し
な
が
ら
、
国
保
税
収
納
率
や
特

定
健
診
受
診
率
の
向
上
に
向
け
て
奮

闘
す
る
職
員
の
方
々
の
様
子
が
印
象

に
残
る
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

◎市貝町の概況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

総人口（人） 11,582 11,498 11,305

総世帯数（世帯） 4,536 4,535 4,531

国保被保険者

加入世帯数（世帯） 1,632 1,636 1,601

被保険者数（人） 2,726 2,677 2,587

被保険者加入率（％） 23.5 23.3 22.9

保険料（税） 一人当たり調定額（円） 102,234 99,231 117,118

収納状況（現年分） 収納率（％） 95.77 95.75 95.26

一人当たりの療養諸費費用額（円） 346,794 354,407 364,276

特定健診・特定
保健指導の状況

特定健診受診率（％） 47.0（R2） 52.1（R3） 51.1（R4）

特定保健指導実施率（％） 32.0（R2） 25.6（R3） 18.8（R4）

元気づくり体験で使用する「元気手帳」

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」15



―
高
島
選
手
が
普
段
の
食
生
活
に
お

い
て
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

野
菜
を
多
く
食
べ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
摂
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

食
べ
物
に
深
い
知
識
は
あ
ま
り
な
い

の
で
す
が
、
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
食

材
の
栄
養
素
を
確
認
し
て
必
要
だ
と

思
う
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
１
つ
の
も
の
を
多
く
食
べ
る

の
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の

食
材
を
少
し
ず
つ
食
べ
る
よ
う
に
し

て
、
ま
ん
べ
ん
な
く
栄
養
素
が
摂
れ

る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

―
ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
に
は
ど
ん
な
も

の
を
勧
め
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
栄
養
価
が
高
く

た
ん
ぱ
く
質
も
摂
れ
る
の
で
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
あ
と
は
卵
で
す
ね
。
食

事
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
栄
養
素
は
ト

レ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
相
談
し
て
そ
れ
に

合
っ
た
サ
プ
リ
で
補
っ
て
い
ま
す
。

―
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
は
選
手
同
士
の
接
触
も
多
く
、

ケ
ガ
を
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す
が
、
普
段
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
練
習
し

て
い
ま
す
か
。

人
と
接
触
し
て
ケ
ガ
を
す
る
の
を

防
ぐ
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す

が
、
肉
離
れ
な
ど
の
ケ
ガ
は
ス
ト
レ
ッ

チ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
防
げ
る
の
で
、

練
習
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
重
点
的
に

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
も
チ
ー
ム
全
体
で

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
が
、
足
り

な
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
追
加
で
個
人

的
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
い
ま
す
。

―
高
島
選
手
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
し
て
い
て
こ
れ
ま
で
に
大
き
な
ケ

ガ
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

昨
年
２
回
手
を
骨
折
し
ま
し
た
。
接

触
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
防
ぎ
よ

う
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
て
お
く
こ
と
で
そ
れ
以
外
の

小
さ
な
ケ
ガ
の
予
防
に
は
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
日
々
の
ス
ト
レ
ッ
チ
が
大
事
な
ん

で
す
ね
。
で
は
、
練
習
後
や
試
合
後

の
疲
労
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
ま
す
か
。

温
泉
へ
行
っ
て
交
代
浴
を
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
温
か
い
風
呂
と
水

風
呂
の
行
き
来
を
３
セ
ッ
ト
く
ら
い

や
っ
て
い
ま
す
。
交
代
浴
を
す
る
こ

と
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
身
体
の
疲

れ
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
高
島
選
手
の
思
う
疲
労
回
復
に
良

い
食
べ
物
は
あ
り
ま
す
か
。

豚
肉
が
疲
労
回
復
に
良
い
と
い
う

の
は
よ
く
聞
き
ま
す
ね
。
あ
と
は
、
果

汁
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
ジ
ュ
ー
ス
も
ビ

タ
ミ
ン
が
多
く
摂
れ
る
の
で
お
す
す

め
で
す
。
自
分
も
良
く
飲
ん
で
い
ま
す
。

〇生年月日　2000年10月13日　〇身長／体重：191cm 88kg
〇経　　歴：2020-21 大阪エヴェッサ（B1※）
　　　　　　2021-22 大阪エヴェッサ（B1※）
　　　　　　2022-23 宇都宮ブレックス（B1※）
　　　　　　2023 ～　宇都宮ブレックス
　　　　　　※特別指定選手
〇日本代表歴：2018 U18日本代表 第26回日・韓・中ジュニア交流協議会
　　　　　　2021 U22 日本代表 国際強化試合2021

＃12 高島　紳司 選手

©TOCHIGI　BREX　INC.

今回は、全国的にも人気の高い県内プロバス
ケットボールチームの「宇都宮ブレックス」に所
属している、高島紳司選手に健康な身体作りの秘
訣や心構えを学ぶための取材を行いました。

アスリートから学ぶ健康法!
バスケットボールチーム
宇都宮ブレックス
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―
高
島
選
手
は
、
体
調
を
崩
さ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

免
疫
を
下
げ
な
い
よ
う
に
睡
眠
時

間
は
毎
日
８
時
間
取
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
無
理
だ
と
し

て
も
最
低
６
時
間
は
寝
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
乳
酸
菌
飲
料
を
飲
む
な

ど
し
て
、
自
分
な
り
に
体
調
を
崩
さ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

―
シ
ー
ズ
ン
中
と
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で

は
休
息
の
取
り
方
は
違
い
ま
す
か
。

休
み
の
日
は
で
き
る
だ
け
し
っ
か

り
身
体
を
休
ま
せ
よ
う
と
心
が
け
て

い
ま
す
。
た
だ
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で

も
次
シ
ー
ズ
ン
の
こ
と
を
考
え
て
、

少
し
ず
つ
身
体
を
動
か
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
中
の
一
日
休

み
の
日
は
、
ほ
と
ん
ど
家
か
ら
出
ず

に
寝
ら
れ
る
だ
け
寝
て
い
ま
す
。

―
健
康
で
い
る
た
め
に
は
心
の
健
康

も
重
要
に
か
と
思
い
ま
す
が
、
高
島

選
手
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
ス
ト
レ

ス
の
解
消
を
し
て
い
ま
す
か
。

最
近
は
あ
ま
り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
こ
と
が
な
い
で
す
し
、
何
か
あ
っ

た
と
し
て
も
ス
ト
レ
ス
と
捉
え
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
自
分

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
こ
と
を
見

つ
け
て
そ
れ
を
行
う
の
が
一
番
良
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
場
合
、
昨
年

く
ら
い
か
ら
野
球
を
観
る
こ
と
に
熱

中
し
て
い
て
、
一
旦
バ
ス
ケ
の
こ
と

を
忘
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

―
日
々
の
練
習
は
大
変
か
と
思
い
ま

す
が
、
厳
し
い
練
習
を
続
け
る
秘
訣

は
何
で
す
か
？

「
こ
の
場
に
い
ら
れ
る
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
。」
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
来
る
の
に
も

多
く
の
方
が
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
し
、
そ
の
恩
返
し
と
し
て
感
謝
の

気
持
ち
も
込
め
な
が
ら
日
々
練
習
を

続
け
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最

後
に
読
者
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
で
い
る
た
め
に
は
、
き
ち
ん

と
食
事
を
摂
っ
て
、
睡
眠
も
し
っ
か

り
取
り
、
無
理
の
な
い
程
度
で
運
動

を
し
て
い
た
だ
く
の
が
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
無
理
に
行
う
の
で
は

な
く
、「
１
日
10
分
間
歩
く
」
な
ど

小
さ
な
こ
と
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
続
け
る
こ
と

が
一
番
難
し
い
こ
と
で
す
か
ら
、
小

さ
な
運
動
を
継
続
的
に
行
い
、
少
し

ず
つ
運
動
量
を
増
や
し
て
い
け
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。

ブ
レ
ッ
ク
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
の
選
手
が
い
る
の
で
、
試
合
を

観
に
来
て
い
た
だ
く
と
と
て
も
楽
し

め
る
と
思
い
ま
す
。
バ
ス
ケ
と
い
え

ば
派
手
な
シ
ュ
ー
ト
に
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
泥
く
さ
い

部
分
も
一
生
懸
命
や
る
チ
ー
ム
な
の

で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
観
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
高

島
紳
司
選
手
へ
の
取
材
で
し
た
。
健

康
な
生
活
を
送
る
う
え
で
の
心
構
え

や
実
践
し
て
い
る
健
康
法
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
島
選
手
が
普
段
行
っ
て
い

る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
つ
い
て
も
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
も

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
是
非
動
画

を
ご
覧
に
な
っ
て
実
践
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

高
島
選
手
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ご
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。高島選手のストレッチ動画は

こちらから視聴できます。

Webページから記事をご覧の場合、
上記二次元コードをクリックして

動画を視聴いただけます。

©TOCHIGI　BREX　INC.

©TOCHIGI　BREX　INC.
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60
代
以
上
の
男
女
４
０
０
人
を
対

象
に
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、
自

分
の
体
に
つ
い
て
「
変
化
し
て
欲
し

く
な
か
っ
た
こ
と
」「
失
っ
て
後
悔

し
た
こ
と
」
は
、「
髪
の
毛
（
43
・

３
％
）」
や
「
体
型
（
60
％
）」
を
抑

え
て
「
歯
（
60
・
３
％
）」
と
回
答

し
た
方
が
最
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

歯
を
失
う
原
因
の
第
１
位
は
む
し

歯
で
は
な
く
歯
周
病
で
す
。（
図
１
）

歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
糖
尿
病
や
心
筋

梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
、
多
く
の
全
身

疾
患
と
関
連
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
初
期
の

段
階
で
は
自
覚
症
状
に
乏
し
い
た
め
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
非
常
に
深
刻
な

状
態
に
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
科
疾
患
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、

10
代
の
約
60
％
、
50
代
以
上
で
は
約

80
％
の
方
が
歯
周
病
に
罹
患
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
が
そ
う
だ

と
自
覚
し
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
自

分
が
歯
周
病
の
ど
の
レ
ベ
ル
で
あ
る

の
か
を
把
握
し
て
い
る
方
は
少
な
い

よ
う
で
す
。（
図
２
）

「
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
」
と

題
し
た
特
別
寄
稿
最
終
回
と
な
る
本

稿
で
は
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
歯

周
病
の
進
行
プ
ロ
セ
ス
と
、
早
期
発

見
・
予
防
の
た
め
の
定
期
健
診
の
重

要
性
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

歯
周
病
の
進
行
プ
ロ
セ
ス

歯
周
病
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
の

特別寄稿特別寄稿

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り  

〜
失
う
前
の
定
期
（
歯
科
）
健
診
！
〜

第  回3

栃
木
県
歯
科
医
師
会
常
務
理
事

　
　印
南

　

 

秀
之

（図２）歯周病の罹患状況

（図1）永久歯の抜歯原因調査報告書（8020推進財団調べ）

（図2）歯周病の罹患状況
（図2）歯周病の罹患状況

（図１）永久歯の抜歯原因調査報告書
（8020 推進財団調べ）
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が
「
歯
肉
炎
」
で
す
。
歯
の
周
り
に

歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
が
つ
く
こ
と
で

歯
肉
に
炎
症
が
生
じ
、
赤
く
充
血
し

た
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
時
に
わ
ず
か

に
出
血
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

腫
れ
や
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

「
軽
度
の
歯
周
炎
」
に
な
る
と
、

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
で
き
、
歯
周
組

織
（
歯
槽
骨
）
の
破
壊
が
始
ま
り
ま

す
。
歯
が
浮
く
よ
う
な
感
じ
が
し
た

り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
時
の
出
血
も
多

く
な
り
ま
す
。

「
中
等
度
歯
周
炎
」
で
は
、
歯
槽

骨
の
吸
収
が
進
み
、
歯
が
動
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。
食
べ
物
が
歯
の
間
に

は
さ
ま
り
や
す
く
な
る
、
口
臭
が
す

る
、
硬
い
も
の
が
噛
み
に
く
く
な
る

と
い
っ
た
自
覚
症
状
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
進
行
し
「
重
度
歯
周
炎
」

に
な
る
と
、
歯
を
支
え
る
歯
槽
骨
は

ほ
と
ん
ど
喪
失
し
、
歯
の
ぐ
ら
つ
き

も
大
き
く
な
り
ま
す
。
腫
れ
や
痛
み

を
伴
い
、
最
終
的
に
は
歯
が
抜
け
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。（
図
３
）

歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
と
歯
石

歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）は
単
な
る“
み

が
き
残
し
”
や
“
食
べ
か
す
”
で
は

な
く
、
細
菌
の
塊
で
す
。
１
ミ
リ
グ

ラ
ム
の
歯
垢
中
に
は
お
よ
そ
３
０
０

種
類
、
数
億
～
10
数
億
も
の
細
菌
が

住
み
着
い
て
い
ま
す
。

歯
垢
中
の
細
菌
が
産
生
す
る
酸
や

毒
素
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
丁
寧
な
歯
み
が

き
（
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ

シ
の
使
用
を
含
む
）
や
、
洗
口
液
を

併
用
し
た
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
セ
ル
フ
ケ
ア
）が
重
要
に
な
り
ま
す
。

歯
石
は
、
歯
の
表
面
に
付
着
し
た

歯
垢
に
唾
液
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
で

あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
な
ど
が
作

用
し
て
石
灰
化
し
た
も
の
で
す
。

歯
石
は
と
て
も
硬
く
、
一
度
付
い

て
し
ま
っ
た
歯
石
は
歯
ブ
ラ
シ
で
は

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
歯
石
自

体
に
病
原
性
は
な
い
の
で
す
が
、
歯

石
の
表
面
は
凹
凸
が
多
く
粗
造
な
た

め
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を
引
き
起
こ

す
細
菌
の
温
床
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
石
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歯

を
支
え
て
い
る
骨
（
歯
槽
骨
）
の
吸

収
が
生
じ
ま
す
の
で
、
歯
肉
の
腫
れ

や
歯
の
ぐ
ら
つ
き
な
ど
、
様
々
な
問

題
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
段
階

に
な
る
と
、
歯
科
医
院
で
の
プ
ロ

フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
特
に
“
歯
肉
縁
下
歯
石
”
と

言
わ
れ
る
見
え
な
い
歯
石
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。（
図
４
）

定
期
健
診
の
重
要
性

　

令
和
７
年
１
月
１
日
、
「
栃
木
県

民
の
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推

進
条
例
」
が
一
部
改
正
さ
れ
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
第
５
条
に
は
、

歯周病

歯周病は生活習慣病
のひとつです！

歯肉炎 歯周炎

（図3）歯周病の進行プロセス（図３）歯周病の進行プロセス
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プロフィール

印
いんなみ

南　秀
ひでゆき

之栃木県歯科医師会常務理事
平成3年3月 神奈川歯科大学卒業
平成6年10月 印南歯科医院開設（那須塩原市）
平成23年4月 那須歯科医師会専務理事
平成25年6月 那須歯科医師会副会長
平成27年6月 栃木県歯科医師会理事（地域保健担当）
令和元年6月 栃木県歯科医師会常務理事（学校歯科担当）
令和5年6月 栃木県歯科医師会常務理事（学術・スポーツ歯科担当）現職

県
民
の
責
務
と
し
て
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

―
県
民
は
、
基
本
理
念
（
第
２
条
）

に
の
っ
と
り
、
自
ら
進
ん
で
、
歯
及

び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
発
達
段
階
、
年
齢
階
層
、
心
身

の
状
況
等
に
応
じ
て
、
歯
及
び
口
腔

の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無
に
係
る
定

期
的
な
健
康
診
査
、
歯
科
医
療
並
び

に
保
健
指
導
（
以
下
「
歯
科
健
診

等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
歯
及
び

口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
―

　

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
は
定

期
健
診
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
条
文
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
誌
「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」

が
２
０
１
９
年
に
シ
ニ
ア
の
方
々
を

対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
「
人
生

後
悔
ラ
ン
キ
ン
グ
」
健
康
部
門
の
第

１
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
は
「
歯

の
定
期
健
診
を
受
け
れ
ば
よ
か
っ

た
」
。

　

“
転
ば
ぬ
先
の
杖
”
な
ら
ぬ
“
失

う
前
の
定
期
健
診
”
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
歯
と
口
腔

を
保
つ
た
め
に
、
定
期
的
な
歯
科
健

診
を
習
慣
化
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

（図4）（図４）
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身
も
心
も
日
々
鍛
錬

身
も
心
も
日
々
鍛
錬

　

 

の
趣
味
と
健
康
法

私学
生
時
代
よ
り
超
イ
ン
ド
ア
で

運
動
嫌
い
で
あ
っ
た
私
で
し
た

が
、
社
会
人
に
な
っ
て
机
の
後

ろ
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
ペ
ン
を

拾
お
う
と
腕
を
伸
ば
し
た
だ
け

で
背
中
の
筋
を
痛
め
た
事
を
は

じ
め
、
色
々
と
若
さ
で
カ
バ
ー

で
き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に

危
機
感
を
感
じ
て
運
動
し
よ
う

と
決
意
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ざ
運
動
と
い
っ
て

も
球
技
は
絶
望
的
に
下
手
で
、
長

距
離
走
も
苦
し
い
だ
け
で
何
が

楽
し
い
の
か
理
解
で
き
な
い
私

と
し
て
は
何
を
し
よ
う
か
と
考

え
あ
ぐ
ね
て
い
ま
し
た
が
、
あ

る
日
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し

て
い
る
と
地
元
に
警
察
や
自
衛

隊
の
元
特
殊
部
隊
員
か
ら
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
ら
れ
る
教
室
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
頭
脳
は
子

供
・
身
体
は
大
人
と
い
う
逆
コ
ナ

ン
で
あ
る
私
は
「
特
殊
部
隊
」
や

「
最
強
」
と
い
う
、
い
か
に
も
男

子
小
学
生
が
好
き
そ
う
な
ワ
ー

ド
に
惹
か
れ
て
通
い
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

護
身
術
の
鍛
錬
は
、
ま
ず
第
一

に
体
力
の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

基
本
的
な
身
体
操
作
や
組
み
技
、

そ
し
て
状
況
に
応
じ
た
実
践
的

な
動
作
な
ど
の
全
身
運
動
で
あ

る
た
め
、
心
肺
機
能
や
筋
力
が

向
上
し
ま
す
の
で
、
慢
性
的
な

運
動
不
足
で
あ
っ
た
私
に
は
良

い
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
力
面
だ
け
で
な
く
、

精
神
面
で
の
成
長
に
も
大
き
く

貢
献
し
ま
す
。
ス
パ
ー
リ
ン
グ

時
な
ど
、
緊
張
状
態
に
お
け
る

駆
け
引
き
の
際
に
は
判
断
力
や

集
中
力
が
低
下
し
ま
す
が
、
繰

り
返
し
鍛
錬
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
心
拍
数
の
変
動
を
抑
え
る
た

め
の
呼
吸
が
身
に
つ
い
た
り
し

ま
す
。
元
々
、
私
は
豆
腐
メ
ン
タ

ル
の
持
ち
主
で
し
た
が
昔
よ
り

多
少
の
事
で
は
動
じ
な
く
な
っ

た
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
他
、
日
常
に
お
い
て
も
筋

力
で
は
な
く
骨
格
の
使
い
方
を

知
っ
て
い
る
と
、
重
い
荷
物
を

運
搬
す
る
際
に
足
腰
に
少
な
い

負
荷
で
動
か
す
事
が
で
き
た
り

し
ま
す
の
で
、
筋
力
に
自
信
が

無
い
方
に
は
一
層
お
勧
め
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
合
気
道
や
柔
術
で
あ
っ

た
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ク
ラ
ヴ
マ

ガ
や
香
港
ス
タ
ー
の
ブ
ル
ー
ス
・

リ
ー
が
生
み
出
し
た
ジ
ー
ク
ン

ド
ー
の
ほ
か
、
比
較
的
新
し
い

ゼ
ロ
レ
ン
ジ
コ
ン
バ
ッ
ト
な
ど
、

現
代
は
様
々
な
武
術
を
手
軽
に

学
ぶ
事
が
出
来
ま
す
。
書
籍
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
も
沢
山

あ
り
ま
す
の
で
皆
様
も
色
々
な

流
派
に
触
れ
て
自
分
に
合
う
も

の
を
見
つ
け
て
、
身
体
を
動
か

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

鹿
沼
市 

保
険
年
金
課 

猪
鼻
雅
彦
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

【私の街自慢】　
　おやま和牛や小山の豚『おとん』といった食や、思川桜や渡良瀬遊水地といった自然、小
山評定跡といった歴史など、小さな自慢が山ほどあることです。

【趣味・特技】
　趣味は日帰り温泉に行くことです。車で運転がてら少し遠めな温泉に行っています。

【健康法・ストレス解消法】
　健康法は職場内を移動する際に階段を使用して移動することです。デスクワークの仕事が
中心で運動の機会がないため、移動時には階段を利用し、運動不足を解消しています。また、
ストレス解消法は趣味にも共通して温泉巡りです。温泉に浸かりながら自然を眺めることで、
日々の疲れを癒すとともに心も落ち着くため温泉に行くことで気分転換になります。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　自分自身、医療分野とはほとんど関わりのない生活を送っていたため、仕事として国保の
業務に携わるなかで医療に関する知識や保険制度につき業務を通じて学ぶことが出来ていま
す。国保は人々の健康に直結する部分になってくるとともに、保険制度も多岐に渡るため、
国保事務を担当してから年数は経過しておりますが、日々業務を通じて新たな学びを得てお
ります。大変なことも多々ありますが、努力した分、結果に繋がったり、知識も得ることが
出来ているため、国保事務に携わることができてよかったと感じております。　

【最近気になること】
　小山市に指定ごみ袋制度が新しくできたことです。自分自身も既に指定ごみ袋を使用して
おり、ごみの分別を日頃より意識しております。可燃ごみの減量化により地球温暖化の防止
に貢献できればと考えております。

国保経験年数
2 年 0 か月

小山市　国保年金課
国民健康保険係

小さな自慢が
山ほどある小山市！

高
たか

橋
はし

　 玲
りょう

嘉
が
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

【私の街自慢】　
　茂木町は自然豊かで昭和の町並みが残っています。春は桜、夏は祇園祭、秋は彼岸花、
冬は鎌倉山の雲海と季節を楽しめます。
　近年、茂木町ではタバコの葉の栽培で栄えた歴史の資料や昭和レトロなグッズを集めた

「もてぎ昭和館」と太平洋戦争の影響で線路の敷設工事が中断し未成線となった鉄道路線
「長倉線」の跡地の観光に力を入れいています。特に長倉線のツアーのみで入ることがで
きる大峯山トンネルは、古く薄暗くまさに遺構という感じでおすすめです。

【趣味・特技】
　観劇です。　妻と娘のお供でついていってはまりました。

【健康法・ストレス解消法】
　健康法は定期受診、ストレス解消は一人カラオケです。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　業務上、町民の方の健康状態を目にする機会が多々あり、自分自身の健康に対する意識が
高くなりました。

【最近気になること】
　マイナ保険証への移行が一息つきそうと思ったら、高額療養費の限度額の引き上げなどま
だまだ落ち着けないなと感じています。県内の市町や国保連の皆さんと一緒に乗り越えてい
けたらと思っております。相談などさせていただくこともあるかと思いますので、その際は
よろしくお願いいたします。

ただいまダイエット
奮闘中

国保経験年数
1 年 0 か月

茂木町　住民課
国保年金係

佐
さ

藤
とう

　 智
とも

也
なり

▼

もてぎ昭和館

▼

下野中川停車場
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

▼

雨巻山

▼
陶器市

【私の街自慢】　
　益子町は、陶芸の町として知られており、町内には多数のギャラリーや工房等が点在して
います。毎年春と秋に開かれる陶器市では、多くの観光客が訪れています。歴史のある文化
財も多く、また、自然も豊かで、美しい山々や田園風景が広がり、季節ごとに変わる風景も
魅力の一つです。

【趣味・特技】
　博物館や美術館に行くことです。

【健康法・ストレス解消法】
　食べ過ぎないように気を付けています。今のところ健康診断の値は正常値ですが、生活習
慣病にならないように腹八分目を心掛けています。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　国保は、複雑で改正も多く難しい部分がありますが、住民の方が病気や怪我等になっても
安心して制度を利用できるように、業務に励んでいきたいと考えています。

国保経験年数
1 年 0 か月

益子町　町民くらし課
国保年金係

魅力溢れる益子町に
ぜひ来てください！

三
み

村
むら

　 謙
けん

一
いち

【最近気になること】
　昨年の９月から続いている役場庁舎の空調工事が間もなく完成となります。来年度は、よ
り快適な職場環境で仕事ができることを期待しています。

保険者
だより
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保険者
だより

日光市では、各地区公民館と連携を図り「生活習慣病予防事業」として料理教室や運動教室を実
施しています。

内容は、地元の食材を使用したメタボ予防料理教室や、旬の食材を利用してその季節に合った体
づくりを行うことを目的とした料理教室、ストレッチやウォーキング、ヨガの教室など、普段の生
活に取り入れられるものになっています。

教室終了後にはアンケートを取っていますが、料理教室では「塩分を摂りすぎていることに驚い
た」「ヘルシーな食材でも作り方でボリュームがでて味も満足できた」などという感想が、運動教
室では「意識して体を動かそうと思った」「足の不調が良くなった」などの感想があり、自分自身
の健康維持について意識するきっかけとなっています。

【日光市】

ストレッチ教室

「カラダ想いのヘルシーごはん」講座

ノルディックウォーキング

保険年金課・公民館共催
「生活習慣病予防事業」
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第３回目は、上三川町にある「白鷺神社」についてご紹介いたします。
当社は、日本が平和な国となるよう日本全国を旅された日

やまとたけるのみこと

本武尊を祀っ
ています。このことから、厄除けや交通安全にご利益があるとされてい
ます。
境内には、社名にもなっている “白鷺” にちなんだものが随所に見られ、

手水舎では白鷺の口から水が出る仕様になっています。筆者が参拝した
際は、ピンクや白の可愛らしい花々が生けられていてフォトジェニック
でした。
また、2003年に奉納された「平和の剣」の像は、全長およそ12.2メー

トルととても迫力があります。この像は、
日本武尊が携行した草薙の剣にあやかり、
世界平和を願って作られました。悪運・悪
縁を断ち切り祓い清める力があるとされて
おり、参拝者１人１人の平和への願いが込
められています。

“御朱印でめぐる 栃木の社寺”では、御朱印集めが趣味の筆者が
栃木県内の社寺を参拝し、そのみどころや歴史についてご紹介いたします。

そんな白鷺神社でいただいた御朱印には、当社のシンボルである「平
和の剣」が描かれています。御朱印は毎月異なるデザインで、季節らし
さを感じる美しさがあります。

栃木県内にはたくさんの社寺があります。参拝の記念にいただく御朱
印も社寺ごとにデザインが異なり特別感があってワクワクします。
皆様もお近くの社寺を訪れ、神秘的な雰囲気に癒されてみてはいかが

でしょうか？

4

●
●

●

●

●

上三川町役場

栃木銀行

ウエルシア
上三川しらさぎ店

ファミリー
マート

セブンイレブン

平和通り

P

35

白鷺神社

― 所在地 ―

栃木県上三川町しらさぎ 1-41-6

《白鷺神社》

拝殿

日本武尊と平和の剣手水舎
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国保連合会からのお知らせ

モニターは縦置きと横置きいずれも対応しています。
設置スペースにあった置き方を選択いただけます。

本会では動画による広報事業の一環として、被保険者の特定健診受診及び国保税納付
の意識向上、並びに健康保持増進に寄与するため、県内国保保険者（全国歯科医師国民
健康保険組合・栃木県医師国民健康保険組合・栃木県を含む）を対象にデジタルサイネー
ジ（動画放映可能な電子看板）の貸出を実施しております。

機材の貸出申請等の詳細については、令和７年４月送付予定の貸出要領をご確認くだ
さい。

モニターサイズ

幅約 968 ㎜
奥行約 60 ㎜
高さ約 558 ㎜

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」27



国保連合会からのお知らせ

編集者 福田　久則
発行者 栃木県国民健康保険団体連合会
 〒320-0033　宇都宮市本町3番9号
 ☎028-622-7242
編 集 伴印刷株式会社
 〒320-0024　宇都宮市栄町6番10号
 ☎028-622-8901 ／ FAX 028-622-4525
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https://youtu.be/QZzgsJTRV-E

